
 
 
 
 
 

◆講師◆ Prof. Martin Kotora 
Department of Organic and Nuclear Chemistry, Faculty of Science, 

Charles University in Prague, Czech Republic 

◆演題◆ 
“Relation between cleavage and formation of 
C–C bonds” 
◆日時◆平成 18 年 11 月 9 日（木）14:00～15:30 

◆場所◆京都大学化学研究所 共同研究棟大セミナー室 

 

 

 
 
 
 
  ◆連絡先◆ 時任宣博 小澤文幸 川端猛夫 

   中村正治 村田靖次郎（中村：内線３１８０） 
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「京都大学化学連携研究教育拠点」「京都大学化学連携研究教育拠点」   

化学研究所・有機化学セミナー化学研究所・有機化学セミナー  

講演者紹介 
Kotora 教授は有機金属錯体化学および有機合成化学がご専門です。 
1993年から3年間，分子科学研究所にて高橋保先生，さらに1995年から2
年間，米国Purdue大学で根岸英一先生の下で博士研究員をされた後，北海
道大学で４年間助教授をされました。その後，チェコに戻られて現在のポジ
ションを得られています。炭素ー炭素結合の開裂と再生成の制御という内容
で最新の成果をご講演くださる予定です。 
なお本講演会はShengming Ma先生との講演会とのジョイントセミナーの
形式で行います。 
今回、IKCOC-10 にて講演者される機会に化研でも講演していただけること
になりました。 
多数の皆様のご来聴を歓迎いたします。 


